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【普通作物】の【少雨・干ばつ】対策について
＜１２月＞

宮崎県総合農業試験場専門技術センター

【ムギ （播種期～分げつ期）】

（１）予想される被害状況

① 土壌水分が少ないと、播種後の発芽が不良となる。

② 生育が抑制され、分げつ数が少なくなる。

（２）事前対策

① 播種期間の範囲内で降雨を待ち播種する。この場合、播種時期の遅れに

応じて播種量を多くする。

（３）事後対策

① 発芽や苗立数が少なかった場合は、分げつ期に追肥を行い生育促進を図る。

② 雑草が繁茂すると、水分や養分を収奪するので除草を行う。


